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Resilience Research and Education Promotion Consortium

2nd Steering Committee resume

1. Date/Time  Tuesday, September 18, 2018, 14:00~

2. Venue Meeting room, Main Building 2nd floor, AIST Tsukuba West

3. Attendees   Hayashi(President), Amari(Vice-president), Shimizu( ), Sanami, Nagase,

Abe(understudy of Nagai), Nakajima, Ogata, Okabe(understudy of Ikeda),

committee of NCDR(will join by television conference), Endo

Attended by  Hiraoka(SECOM), Motoshita(AIST), Abe(NIED), Nakajima( ),Maeyama( ), 

Okajima(University of Tsukuba), Ishihama( ) 

Others     Iino(3M Japan), Furuya(University of Tsukuba), Otsuka( ), Sato( ), Matsubara( )

(without honorific) 

4. Agenda

The list of attendees of 2nd Steering Committee (Handout 1)

Deliberations

(1) About the membership application of 3M Japan Limited  (Handout 2~4)

(2) About the readiness of symposium(plan)   (Handout 5)

(3) About the collaborative research(plan)  (Handout 6)

(4) About the 3rd and 4th Steering Committee(plan)  (Handout 7)

(5) Others

Reports

(1) About the 3rd Board of Governors(2018.8.30)  (Handout 8)

(2) About the personnel of visiting teachers

(3) About our website

(4) Others

15:00~16:30 The Special Tour of AIST Tsukuba West

(About handouts) 
Handout 1 The list of attendees of the 2nd Steering Committee of Resilience Research and 

Education Promotion Consortium ···························································· P.1
Handout 2 The membership application of 3M Japan Limited········································· P.3
Handout 3 The business summary of 3M Japan Limited ··············································· P.5
Handout 4 Rules of the Resilience Research and Education Promotion Consortium ··········· P.9
Handout 5 The readiness of symposium(plan) ·························································· P.15
Handout 6 The proceedings of exchange of opinions of President Hayashi····················· P.19
Handout 7 About the 3rd and 4th Steering Committee(plan)·········································· P.21
Handout 8 The proceedings of the 3rd Board of Governors of Resilience Research and

Education Promotion Consortium(plan)···················································· P.23



レジリエンス研究教育推進コンソ ー シアム第2回運営委員会出席者名簿

出欠 機関 委員 委員代理

IS研究所 リスクマネジメント

グルー プ
出席 セコム

グルー プリー ダ ー

甘利康文

研究開発センタ ー

出席 大日本印刷 課長

佐波品

セキュリティ研究所

欠席 日本霞気 主任研究員

柳生智彦

出席 ORIジャパン
理事長

長瀬貫窪

企画グルー プ 研究管理担当

欠席 電力中央研究所 スタッフ 上席

星川英

代表理亭 安全研究部

出席 日本自動車研究所 研究所長 主任研究員

永井正夫 安部原也

海上・港湾・航空技 航空父通管理領域

出席 術研究所 領域長

電子航法研究所 中島徳顕

安全科学研究部門

出席 産業技術総合研究所 研究部門長

緒方雄二

理事長
出席 防災科学技術研究所

林春男

労働者健康安全機構 災害調査分析センタ ー 機械システム安全研究グルー プ

出席 労働安全衛生総合研 センタ ー 長 主任研究員

究所 池田博康 岡部康平

出席 NCDR (台湾）
未定

(TV会議にて出席予定）

教育担当副学長
出席

清水諭

筑波大学 学位プロ グフムリー ダ ー

出席
（システム情報系 教授

リスク工学専攻長）

遠藤靖典

関係出席者

スリー エムジャパン株式会社 国土強靭化プロジェクト本部 統轄技術部長 飯野誠司

筑波大学 システム情報エリア支援室 主幹 古谷明久、 大塚秀男、 佐藤真実

レジリエンス研究教育推進コンソ ー シアム プロジェクトマネ ージャ ー ・事務担当者

松原悠

Mail: matsubara@risk.tsukuba.ac.jp Tel: 029-853-4975 Fax: 029-853-6307 

〒305-8573 茨城県つくば市天王台1-1-1 筑波大学システム情報エリア支援室

（敬称略、 網掛けは欠席）

陪席者

IS 研究所 企画グルー プ

主務研究員

平岡良彦

エネルギ ー ・環境領域 研究戦

略部 研究企画室

企画主幹

本下晶晴

企画部

部長

阿部浩一

企画部

次長

中島壮一

企画部社会連携課

係員

前山明輝

システム情報系

教授

岡島敬一

システム情報エリア支援室

支援室長

石濱悟
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別記第1 (第5条関係）

0入会申込書書式

レジリエンス研究教育推進コンソ ー シアム
入 会 申 込 書

レジリエンス研究教育推進コンソ ー シアム 殿

当機関は、レジリエンス研究教育推進コンソ ー シアムの設置目的及び実施する事業

に賛同しますので、 入会を申し込みます。

平成 3o 年 8 月 6 日

國遁専紐ぶ履疇 n.J J, 一戸？

機関名 ス IF:J. ムジ'-'l (\゜ ＞柑彩じ合杉

代表者（自署又は公印）
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レジリエンス研究教育推進コンソ ーシアム規約

［
レジリエンス研究教育推進コンソ ーシアム総会

平成2 9年12月2 6日制定
平成30年 7月1 9日改正

〕
第1章総則

（名称）
第1条 本コンソ ーシアムの名称は、レジリエンス研究教育推進コンソ ーシアム（以下「コンソ ーシ

アム」という。）と称し、英語名をResilience Research and Education Promotion Consortium

(「R2EC」と略す。）とする。

（目的）
第 2 条 このコンソ ーシアムは、大学、研究機関、産業及び行政の連携・交流の促進を図るとともに、

研究教育とその実用化を支援し、筑波大学とつくば市及び近郊地区の研究機関、企業等の連携によ
り筑波大学に開設する協働大学院方式のリスク・レジリエンス工学学位プログラムを企画運営し、
リスク・レジリエンス分野における日本ひいては世界の知と研究教育の核となる活動を支援するこ
とを目的とする。

（事業）
第3条 コンソ ーシアムは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1) 総会を開催し、リスク・レジリエンスに係る活動の連絡調整を行う。
(2) 筑波大学に開設する協働大学院方式による学位プログラムヘの参画団体、担当教員及び企画

に関し調整を行う。
(3) セミナ ー、講演会、研究会等を実施する。
(4) コンソ ーシアムに関わる国内外の関連機関等との連携を推進し、必要に応じてシンポジウム

等を開催又は共催する。
(5) その他前条の目的を達成するための事業を適宜実施する。

第 2 章会員

（会員）
第4条 第2条の目的及び前条のすべての事業を行うことに賛同する 大学、研究機関、企業、団体等

（以下「研究機関等」という。）を会員とし、会員を別表第1により明記するものとする。

（入会 ・退会）
第5条 第2条に規定する目的及び第3条に規定する事業を行うことに賛同しコンソ ーシアムに入会

を希望する研究機関等は、別記第1により入会申込書をコンソ ーシアムあてに提出した後、総会の
議決により入会することができる。 なお、退会の際は、その旨を会長あてに申し出るものとする。

（除名）
第 6 条 会員が次のいずれかに該当するに至ったときは、総会の議決により除名することができる。

(1) 本規約又は関連する定めに反したとき。
(2) 本コンソ ーシアムの名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をする等、会員としてふさわしく

ない行為をしたと認められるとき。
(3) その他、除名すべき正当な事由が認められるとき。
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シンポジウム準備状況について（案） 2018年9月13日17:25現在

1. 共催 ・ 後援および広告について

A. 共催

筑波大学

B. 後援（以下リストの他、 各参画機関から積極的に後援依頼をしていただく）

学会等名 紹介者（敬称略）
後援等

広告情報（候補）
依頼状況

1地域安全学会 糸井川（筑波大学） 後援〇 メ ー リングリスト、 Webで無料広報可

2 日本災害情報学会 糸井川（筑波大学） X (返信なし） なし

3 日本自然災害 学会 糸井川（筑波大学） 後援〇 MLで無料広報可

4日本災害復興学会 糸井川（筑波大学）
依頼済(9/21ま

なし
でに回答）

冊子： 『情報処理』10月10日申込締

切、 10月20日原稿締切、 11月15日発行

5情報処理学会 遠藤（筑波大学） X (返信なし） 前付25万円(4色）

メ ー ルニュ ー ス広告：毎週水曜原稿締

切 ヘッダ5行 5万円

冊子： 『電子情報通信学会誌』9月25

6電子情報通信学会 西出（筑波大学） 後援〇 日申込締切、 10月1日原稿締切、 11月1

日発行 前付1頁 31万円（カラ ー ）

7日本 知能情報フアジィ学会 遠藤（筑波大学） 後援〇
メ ー リングリスト ·Web ・ 学会誌イベ

ント表で無料広報可

8日本建築学会 糸井川（筑波大学）
X (サイト告知 メ ー ル広告：ヘッダ5行2~5万円（配

なら可） 信日 ・ 毎月10日と25日）

Web、 ML広報OK

9エネルギ ー ・ 資源学会 岡島（筑波大学） 後援〇 会告1頁3万円(9月末原稿提出、 11月

10日発刊）

会誌、 Web掲載OK

冊子； 『 日本エネルギ ー 学会誌』前付1

10 日本エネルギ ー 学会 岡島（筑波大学） 後援〇 色1頁 9万円余

10月15日申込締切、 10月31日原稿締

切、 11月20日発刊

11 日本都市計画学会 糸井川（筑波大学） 後援〇 なし

冊子：9月末原稿締切、 10月末発行 1 

12 土木学会 糸井川（筑波大学） 後援〇
頁17万円（モノ）

情報交流サイト投稿可

http ://jsce.jp/pro/ 

13 キッズデザイン協議会 甘利（セコム）
依頼済（検討

中）

14 
日本ネットワ ー クセキュリ

ティ協会
甘利（セコム） 後援〇

15 警察政策学会 甘利（セコム） 後援〇

16 日本市民安全学会 甘利（セコム）
後援0(会長内

諾済）

17 日本情報経営学会 甘利（セコム） 後援〇

※広告は新聞社にも依頼予定（電波タイムズ、 日刊工業新聞、 警備保障タイムズ、 電波新聞、 文教ニュ ー ス、 文教速報）
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林会長意見交換議事メモ

日時：2018 年 8 月 22 日（水） 14:45-15:00 

場所：防災科学技術研究所 つくば本所

出席：林（会長）、 阿部、 中島、前山（防災科学技術研究所）、遠藤、石濱、松原（筑波大学）

（敬称略）

議事

● コ ンソ ー シアム共同研究プロジェクトについて

林会長より、 以下のとおり コ ンソ ー シアム共同研究プロジェクトを進めることの提案があり、

了承された。

現在、 IRDR (Integrated Research on Disaster Risk : 国連機関 UNISDR による防災・減災

の研究プログラム） の日本学術会議に設置された日本委員会である IRDR Japan において、

共同研究を立ち上げて科研費新学術領域及びH本学術会議大型研究に応募する計画がある。

この計画は、National Platform としてのオンライン防災統合システムの設置を目指すもの

であるが、システムの対象を事件・事故やサイバ ー リスクにも拡張することにより、 コ ンソ

ー シアムの参画機関にも関与していただくのはどうか。

• この計画には現在、防災科学技術研究所をはじめ、東京大学、京都大学、東北大学、名古屋

大学、九州大学の各防災関係研究所のほか、東京大学生産技術研究所、土木研究所 水災害・

リスクマネジメント国際センタ ー (!CHARM)が参画している。

以上
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第3·4回運営委員会について（案）

● 第3回運営委員会について（案）

日時：平成 30 年 11 月 27 日（火）13:30-

(13:30-14:30 : 運営委員会、 14:30- : 見学会（予定））

場所：大日本印刷株式会社五反田ビル

（東京都品川区西五反田 3-5-20、JR五反田駅／都営浅草線五反田駅より徒歩 6 分）

議事：シンポジウムに関する確認・調整、 インタ ー ンシップ協定について、非常勤講師の

推薦について など

● 第4回運営委員会について（案）

日時：平成 30 年 12 月 14 日（金）12:00-13:30 (弁当あり）

※11 :00-12:00 には第 5 回幹事会を開催

※14:00-16:50 にはシンポジウムを、 17:30-19:00 にば情報交換会を開催

場所：嘉ノ雅苓渓館2階「苓渓」

（東京都文京区大塚 1-5-23、 丸ノ内線若荷谷駅より徒歩 1 分）

議事：シンポジウムに関する最終確認 など

※第 5 回運営委員会は平成 31 年 1 月には開催せず、 2�3 月に開催する
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レジリエンス研究教育推進コンソ ー シアム第3回幹事会議事メモ

1 日時：平成 30 年 8 月 30 日（木）10時 00 分-10時 45 分

2 場所：筑波大学総合研究棟 B1202

3 出席者：林（ 会長）、 甘利（副会長）、遠藤

陪席者：阿部、中島、前山（防災科学技術研究所）、平岡（セコム）、石濱、松原（筑波

大学） （敬称略）

4 議事

(1)スリ ー エムジャパン株式会社の入会申込について（資料1, 2)

遠藤委員より、資料1 および 2に基づき、スリ ー エムジャパン株式会社から入会申込

があった旨の説明があり、第2回運営委員会に諮ることとなった。また、スリ ー エムジ

ャパン株式会社には、第2回運営委員会において入会が承認された後に委員として出席

いただくこととなった。

(2) シンポジウム 後援等依頼について（資料3, 4)

筑波大学の共催について

遠藤委員より、資料3および4に基づき、シンポジウムヘの後援を依頼 する機関 とその

依頼状（案）について説明があり、 承認された。 なお、 後援については、 コンソ ー シア

ム参画機関からも積極的に依頼 していただくこととする提案があり、併せて承認された。

また、予算的 な観点や今後の学位プログラムヘの展開を踏まえ筑波大学 と共催にする提

案があり、 併せて承認された。

(3) 共同研究について（資料5)

遠藤委員より、資料5に基づき、林会長からコンソ ー シアムの活動として共同研究プロ

ジェクトの提案があったことについて説明があり、 承認された。 なお、本件は第2回運

営委員会に諮ることとなった。

(4) 客員教員人事について

遠藤委員より、各機関から推薦された客員教員の人事的手続きは進行中である旨の説明

があった。

(5) シンポジウム当日の会議開催について（案）（資料6)

遠藤委員より、資料6に基づき、シンポジウム当日に幹事 会 と運営委員会を開催 する提

案があり、 承認された。 なお、本件は第2回運営委員会に諮ることとなった。

(6) 次々回運営委員会の開催機関について

遠藤委員より、次々回 (11 月） 運営委員会の開催 予定機関である大日 本印刷と早急に日

程調整を行う旨の説明があった。

(7) 外部向けウェプサイトについて

松原PM より、外部向けウェプサイトについては、8 月中にサンプルサイト完成、 9 月

上旬にサンプルサイトを参画機関に確認照会 、9月中旬に公開予定 となっている旨の説
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